
 

 

アマモは、ブルーカーボンの推進において、二酸化炭素の吸収源となります。大島干潟でも二酸化炭素を 

吸収するのは、主にアマモです。アマモを増やすことが、ブルーカーボンの推進につながると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. アマモは、種付けで小さい芽を出し、根が竹のように地下で 

つながっています。 

2. アマモは、葉っぱで光合成を行い、その数を増やしていきます。 

3. しかし、海中なので、葉っぱにいろんなものが付着して光合成が 

できなくなり、枯れてしまいます。 

4. そのため、葉っぱを増やすことが、アマモを増やすことになります。 

  

1. アマモの葉っぱは、5 月から 6 月に種を付け、7～8 月には枯れて 

しまいます。 

2. 種を付けたものは、散布して 11～12 月に芽を出します。 

3. 芽を出すためには、水温が低くなることが条件と言われています。 

 

 

   よって、この時期に種蒔きをしました。 

 

知ってます？ 

アマモとは 

令和４年１２月９日（金）１５時～ 大島干潟 

なぜ 

種をまくの？ 

 

種蒔き 

4 つのステップ

プラスワン 



 
 

ステップ①

ステップ②



 
 

ステップ③

ステップ④



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アマモは、3 月から 4 月にかけ

て、生えると言われています。 

今回の種まきは、試験的ですが、

結果を見ながら、今後のブルーカー

ボンの推進に活かしていきます。 

その他：団子方式による種蒔き


